
 
平 成 １ ９ 年 １ １ 月 ２ ２ 日 

経 済 産 業 省          
 

冬のガス燃焼機器による事故防止について（注意喚起） 

 

冬は他の季節に比べガスストーブによる室内暖房の使用、ガス瞬間湯沸器に

よる給湯やガスふろがまによる入浴等の機会が増えます。これらガス燃焼機器

の使用頻度の増加に伴い、一酸化炭素中毒事故や火災などの重大事故の発生率

が高まるおそれがあります。 

ガス燃焼機器を使用するときは、必ず換気をする、ガス燃焼機器のそばに可

燃物を置かないなど、注意しましょう。 

経済産業省は、ガス燃焼機器を安全に使用していただくための注意事項をお

知らせするとともに、リコール対象機種を改めて公表して、当該機種をご使用

の消費者の方々には使用を中止していただき、早急に各社が設けているフリー

ダイヤルにご連絡いただきますよう呼びかけるものです。 

 

１．ガスストーブについて 

（１）使用時の注意事項 

ガスストーブは、誤った使い方や不注意によって、火災や爆発、一酸

化炭素中毒等の事故が発生する可能性がありますので、以下の点に注意

してください。 

① 洗濯物や衣類等を器具の上や近くに吊したり、干したりしないでく

ださい。ガスストーブの前でふとんを乾かしていたところ、ガススト

ーブの火が燃え移り火災に至った。ガスストーブのそばの椅子にかけ

てあったタオルがストーブの上方に落下し火災に至った事故事例があ

ります。 

② カーテンなど可燃物の近く、落下物の危険のあるところでは使用し

ないでください。サイドボードの上から紙製品等の可燃物がガススト

ーブ付近に落下して燃え移り火災に至った事故事例があります。 

③ ガスホースがガス栓から外れていないか確かめてください。ガスス

トーブとガスホースの接続部分が不完全な状態でガスストーブを使用

したため、漏れたガスにストーブの火が引火し、火災や爆発に至った

事故事例があります。 

④ ３０分に１回、１分間程度換気してください。ガスが燃えるには、

新鮮な空気が必要です。窓全閉で換気扇が停止状態でガスストーブを

使用し一酸化炭素中毒事故に至った事故事例があります。 

⑤ 不完全燃焼防止装置の付いていないガスストーブは、不完全燃焼防

止装置付のガスストーブに取り替えましょう。 

 



【ガスストーブの不完全燃焼のチェックポイント】 

・使用中にいやな臭いがする 

・燃焼部分が変形している 

・炎があふれている 

・ススが付着している 

※ひとつでも当てはまったら、使用を中止し、ガス機器メーカー、販売店、

ガス事業者に連絡して下さい。 

 

（２）社告・リコール情報等 

（独）製品評価技術基盤機構（以下「ＮＩＴＥ」という。）の平成１８

年度の事故情報によれば、ガスストーブ（ガスファンヒーター含む）に

よる火災事故等が１７件、一酸化炭素中毒事故が２件発生しています。

最近のガスストーブに係る社告及びリコールは下記のとおりです。 

 

① 三洋電機（株）及び鳥取三洋電機（株）では、昭和６２年以前に製

造・販売されたガスストーブ（燃焼部分が金網）については本年２月

１０日の事故をうけて、本年２月１４日に社告を出して、使用上の注

意喚起を行うとともに、点検修理を呼びかけています。対象製品をお

持ちの方は、下記のフリーダイヤルか販売店、ガス事業者に連絡して

下さい。なお、同型機で「大阪ガス」ブランドのものも同様に大阪ガ

ス（株）が点検修理を呼びかけています。 

・対象製品 

三洋電機（株）、鳥取三洋電機（株）製造 

ＧＨ－＊＊＊、ＧＨＲ－＊＊＊、ＴＳ－＊＊＊等 

三洋電機（株）フリーダイヤル：０１２０－３４－３９５８ 

ホームページ ：http://www.sanyo.co.jp 

     大阪（株）  フリーダイヤル：０１２０－０－９４８１７ 

            ホームページ ：http://www.osakagas.co.jp 

 

 

http://www.sanyo.co.jp/


 

② パロマ工業（株）では、平成１３年に製造・販売した「ガスストーブ

（型式：ＰＧ－２２Ｆ、ＰＧ－３３Ｆ）」において、ごく微少のガ

ス漏れが発生するおそれがあることから、本年８月３１日社告を出

して、無償で点検・部品交換を行っています。対象製品をお持ちの

方は、下記のフリーダイヤルか販売店、ガス事業者に連絡して下さ

い。 

 

パロマ工業（株）フリーダイヤル：０１２０－７５８－３７３ 

ホームページ：http://www.paloma.co.jp 

 

２．ガス瞬間湯沸器について 

 （１）使用時の注意事項 

ガス瞬間湯沸器は、誤った使い方や不注意によって、一酸化炭素中毒

や火災等の事故が発生する可能性がありますので、以下の点に注意して

ください。 

① 屋内設置式のガス瞬間湯沸器を使用するときは、必ず換気をしてく

ださい。特に開放式小型湯沸器については、不完全燃焼防止装置があ

る場合でも、必ず窓をあけるか換気扇を回して使用してください。換

気を行わずガス瞬間湯沸器を使用して一酸化炭素中毒を起こし、死に

至たった事故事例があります。 

② 小型湯沸器は長時間使用しないでください。小型湯沸器から風呂や

洗濯機にホースで給湯したり、シャワー・洗髪など、長時間の使用に

より不完全燃焼を起こし、一酸化炭素中毒に至った事故事例がありま

す。 

③ 煙突があるＦＥ式（ファンで屋外に排気する強制排気式タイプ）の

ガス瞬間湯沸器を使用するときは、排気ファンが廻っているか、煙突

が詰まっていないか、外れていないか、穴があいていないか、外側ま

できちんと設置されているか、排気口、吸気口が塞がっていないか確

認して下さい。不完全燃焼防止装置が付いていないＦＥ式のガス瞬間

湯沸器内蔵の強制排気ファンが故障して廻らなくなり、不完全燃焼に

よる排気が室内に溢れ出たため、一酸化炭素中毒に至り、また、安全

装置が不正改造され、排気ファンの作動がなくとも点火が可能な状態

になっており、排気ファンが作動せず一酸化炭素中毒に至った事故事

例があります。 

④ 不完全燃焼防止装置の付いていないガス瞬間湯沸器は、ガス機器メ

ーカー、ガス供給事業者に早急に連絡し、不完全燃焼防止装置付のガ

ス瞬間湯沸器に取り替えましょう。 

 

 

 

 

http://www.paloma.co.jp/


【ガス瞬間湯沸器の不完全燃焼のチェックポイント】 

・排気ファンが作動しない 

・使用中にたびたび火が消える 

・炎の色が赤みを帯びて、輪郭がぼやけている 

・機器の上部がススなどで詰まっている 

・機器の全面の塗装が部分的に黒く変色している 

※ひとつでも当てはまったら、使用を中止し、ガス機器メーカー、販売店、

ガス事業者に連絡して下さい。 

 

（２）社告・リコール情報等 

ＮＩＴＥの平成１８年度の事故情報によれば、ガス瞬間湯沸器による

一酸化炭素中毒事故が１５件発生しています。最近のガス瞬間湯沸器に

係る社告及びリコールは下記のとおりです。 

 

① パロマ工業（株）昨年７月１５日以降（当省における緊急命令は平成１

８年８月２８日）不正改造のおそれがある７機種（ＰＨ－８１Ｆ、ＰＨ－

８２Ｆ、ＰＨ－１０１Ｆ、ＰＨ－１０２Ｆ、ＰＨ－１３１Ｆ、ＰＨ－１３

２Ｆ及びＰＨ－１６１Ｆ）のＦＥ式ガス瞬間湯沸器を無償により点検回収

を行っておりますので、対象製品をお持ちの方は、型式を確認のうえ、下

記のフリーダイヤルか販売店、ガス事業者に連絡して下さい。 

 

パロマ工業（株）フリーダイヤル：０１２０－３１４－５５２ 

ホームページ：http://www.paloma.co.jp 

 

② 小型湯沸器は、注意喚起の一環のとして、ガス機器メーカー（リンナイ

㈱、パロマ工業㈱、㈱ノーリツ、㈱ハーマンプロ、松下電器産業㈱、日立

アプライアンス等）及びガス事業者において、緊急無償点検を実施してお

ります。開放式小型湯沸器をお持ちの方は、各ガス機器メーカー、ガス事

業者及びガス機器販売店に連絡して下さい。 

 

http://www.paloma.co.jp/


③ （株）ハーマンでは、パロマ工業（株）製「半密閉ＦＥ式湯沸器」の事故を受け

調査した結果、昭和５６年から昭和６０年に株式会社陽栄製作所時代にブラ

ンド名「ダンポット」 等で製造・販売した「半密閉ＦＥ式湯沸器」において、平

成６年３月１９日一酸化炭素 中毒事故が発生していたことが判明したことか

ら、平成１８年８月７日社告を出して、 排気ファンが作動しない等の現象が

あったら、使用中止などの注意喚起を行い、無償点検を行っています。 

対象製品をお持ちの方は、下記のフリーダイヤルか販売店、ガス 事業者に

連絡して下さい。 

 

＜対象機器＞ 

ブランド名：「ダンポット」、「北ガス」、「東邦ガス」、「ほくさん」、

「広島ガス」、「西部ガス」 

型式：Ｓ８Ｓ７、Ｓ８Ｓ８、Ｓ１０Ｓ７、Ｓ１０Ｓ８、 

Ｓ１３Ｓ７、Ｓ１３Ｓ８ 

（株）ハーマン フリーダイヤル：０１２０－３１－３８００ 

ホームページ：http://www.harman.co.jp 

 

３．ガスふろがま（バーナー付ふろがま）について 

ガスふろがま（バーナー付きふろがま）は、誤った使い方や不注意によっ

て、一酸化炭素中毒や火災等の事故が発生する可能性がありますので、以下

の点に注意してください。 

（１）使用時の注意事項 

① 煙突式を使用中に、窓を閉めたままで、となりの部屋で換気扇を回

すと危険です。煙突から排気が出ていかず、となりの部屋の換気扇に

より逆流して一酸化炭素中毒になるおそれがあります。窓を開ければ、

窓から空気が入って煙突から排気されます。 

② 屋外式ふろがまを屋内に設置して使用すると、排気ガスが室内に流

れ、一酸化炭素中毒にあるおそれがありますので使用しないで下さい。 

③ 空焚きに注意してください。浴槽に水が入っていないにもかかわら

ず、ふろがまのスイッチを押したため空焚き状態となり、器具が過熱

し出火した事故事例があります。 

 

【ガスふろがまの不完全燃焼のチェックポイント】 

・使用中にたびたび火が消える 

・炎の色が赤みを帯びて、輪郭がぼやけている 

・機器の上部がススなどで詰まっている 

・機器の全面の塗装が部分的に黒く変色している 

※ひとつでも当てはまったら、使用を中止し、ガス機器メーカー、販売

店、ガス事業者に連絡して下さい。 

 

 

 

http://www.harman.co.jp/


（２）社告・リコール情報等 

ＮＩＴＥの平成１８年度の事故情報によれば、ガスふろがまによる火

災事故等が４０件（うち、空焚き４件）、一酸化炭素中毒事故が３件発生

しています。最近のガス瞬間湯沸器に係る社告及びリコールは下記のと

おりです。 

 

① （株）ガスターでは本年７月２２日のＣＯ中毒事故を受けて、平成２

年から本年６月まで製造・販売した「寒冷地向けシャワー付きバランス

ふろがま（型式名；ＳＲⅢＫ１、ＳＲⅢＳＫ１シリーズ、都市ガス用）、

ブランド名；ＹＵＭＥＸ（（株）ＩＮＡＸへＯＥＭ）」」の熱交換機を無償

で点検、交換を行っております。また、同型機で「リンナイ」ブランド、

「北海道ガス」ブランドのものも点検、交換を行っています。対象製品

をお持ちの方は、下記のフリーダイヤルか販売店、ガス事業者に連絡し

て下さい。 

（株）ガスター（（株）ＩＮＡＸ含む） 

 フリーダイヤル:０１２０－６７０－０８７ 

ホームページ：http://www.gastar.co.jp/ 

     リンナイ（株）    フリーダイヤル：０１２０－６７０－０３６ 

     北海道ガス（株）  フリーダイヤル：０１２０－６７０－０４５ 

      

なお、本件を受けて、類似製品（型式：ＧＢＳＱ－８１５－ＫＲ）を製造・販売し

ている（株）ノーリツも無償で自主点検を行っています。 

     （株）ノーリツ    フリーダイヤル：０１２０－２４４－０２６ 

 

② （株）世田谷製作所では、平成９年から平成１８年までに製造・販売

した「ふろがま及びふろバーナー」の部品の一部に亀裂が入る不具合

が生じ、機器内部でガス漏れが生じた場合、機器本体の焼損に至おそ

れがあることがあることから、本年４月１９日社告を出して、無償で

点検・部品交換を行っています。また、同型機で「ハーマン」ブラン

ド、「オカキン」ブランド、「東京ガス」ブランドのものも同様に点

検・部品交換を行っています。対象製品をお持ちの方は、下記のフリ

ーダイヤルか販売店、ガス事業者に連絡して下さい。 

      対象製品：ふろがま・・・・Ｒ３８、Ｒ１３７、ＣＳ３１Ｂ、Ｃ

Ｓ３２Ｂ、ＣＳ３３Ｂ、ＦＥ１５            

          ふ ろ バ ー ナ ー ・ ・ Ｔ Ａ － ０ ９ ７ Ｕ Ｅ Ｔ 、        

ＴＡ－２７０ＵＥＴ、 

 ＴＡ－ＯＫ２７０ＵＥＴ、ＧＳ－１ 

（株）世田谷製作所 フリーダイヤル：０１２０－６３４－１２６ 

         ホームページ：http://www.setagaya-seisakusyo.co.jp 

      （株）ハーマン     フリーダイヤル：０１２０－２４８－７７２ 

      （株）オカキン     フリーダイヤル：０１２０－５８１－１２６ 

      東京ガス（株）     フリーダイヤル：０１２０－１３３－２７８ 

http://www.gastar.co.jp/


③  （株）ノーリツでは、平成元年８月から平成６年５月までに製造・販売した「ガ

スふろ給湯器（型式：ＧＲＱ－１６１シリーズ、ＧＲＱ－１６２シリーズ、ＧＲＱ－１

６３シリーズ、ＧＲＱ－２０１シリーズ、ＧＲＱ－２０３シリーズ、ＧＲＱ－２０４シリ

ーズ）」において、長期間使用により部品の一部に亀裂が入り、ガス漏れが生

じて機器内部の焼損が発生するおそれがあることから、本年６月８日社告を出

して、無償で点検・ 部品交換を行っています。また、同型機で「北海道ガス」

ブランド、「東邦ガス」ブランド、「西部ガス」ブランド、「日立ハウステック」ブラン

ド、「東京ガス」ブランド、「大阪ガス」ブランドのものも同様に点検・部品交換を

行っています。対象製品をお持ちの方は、下記のフリーダイヤルか販売店、ガ

ス事業者に連絡して下さい。 

        

（株）ノーリツ（北海道ガス（株）、東邦ガス（株）、西部ガス（株）含む） 

      フリーダイヤル：０１２０－２５７－０２６ 

                        ホームページ：http://www.noritz.co.jp 

      （株）日立ハウステック フリーダイヤル：０１２０－５５１－６５４ 

         東京ガス（株）   フリーダイヤル：０１２０－１５６－００４ 

         大阪ガス（株）   フリーダイヤル：０１２０－０－９４８７１７   

 

④ （株）ガスターでは、平成１０年１２月から平成１６年８月までに製造し、東京

ガス（株）、大阪ガス（株）、リンナイ（株）及び（株）ＩＮＡＸへのＯＥＭ供給並びに

当該社で販売した「シャワー付ＢＦふろがま（型式：ＳＲ－１３３ＳＤＸ）」の一部

の機器のについて、「給湯・ふろガス電磁弁」の不具合から繰り返し給湯やシ

ャワーを使用中、高温水や蒸気がでるおそれがあることから、平成１８年１２月

１３日社告を出して、無償で点検・部品交換を行っています。対象製品をお持

ちの方は、下記のフリーダイヤルか販売店、ガス事業者に連絡して下さい。 

  

（株）ガスター（（株）ＩＮＡＸ含む） 

 フリーダイヤル： ０１２０－２１１－８７１ 

                        ホームページ： http://www.gastar.co.jp 

         リンナイ（株）  フリーダイヤル：０１２０－２５０－７１１ 

         東京ガス（株） フリーダイヤル：０１２０－６６０－４１６ 

大阪ガス（株） フリーダイヤル：０１２０－０－９４８１７ 

【その他の事故情報・リコール情報】はこちら↓ 

http://www.meti.go.jp/product_safety/index.html 

   http://www.jiko.nite.go.jp/index.html 

 

 

   （本発表資料のお問い合わせ先） 

 商務情報政策局 商務流通グループ製品安全課 

  担当者：青木、松本 

  電 話：０３－３５０１－４７０７（直通） 

http://www.gastar.co.jp/
http://www.jiko.nite.go.jp/index.html


 



 壁や可燃物との距離を十分にとってください！ 

暖房機（ガス赤外線ストーブ・ガスファンヒーター）は取扱い説明書記載の離隔距

離をとり、燃えやすいもののそばや、強い風の吹き込む所、棚の上の落下物の

危険のある所、カーテンのそばなどでは使用しないでください。 

      

 換気は必ず必要です！ 

ガス赤外線ストーブやガスファンヒーターを使用する場合は、３０分に１回（１分

～２分）程度換気をしましょう。 

 

 ほこりは大敵です！ 

温風空気取入口フィルターや燃焼空気取入口フィルターのほこりを放置しておく

と、機器内部の温度が上がり過熱防止装置が働いて使用できなくなったり、燃焼

空気不足で途中消火したり、点火できなくなることがあります。 

 



 こんな場合は換気扇同時使用禁止！ 
屋内に設置されている煙突付きのふろがまの使用中は、台所や脱衣場の換気

扇を同時使用しないでください。室内に排気が入って一酸化炭素中毒の原因に

なります。また、燃焼が立ち消えし、爆発燃焼する恐れがあります。 

 

 換気をしましょう！ 
物が燃えるには、新鮮な空気が必要です。十分な換気をしなければ、空気不足

により一酸化炭素が発生し、不完全燃焼をおこし一酸化炭素中毒死に至る恐れ

があります。 

 

 点検をしましょう！ 

煙突式機器は、ときどき煙突が外れていたり、腐食していたり、外観に異常がな

いか、また給排気筒（換気口）が塞がれていないか点検を行ってください。 

特に寒冷地での積雪にはご注意ください。   

 


